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要 旨 ： 石炭灰 の 有効利用 技術の 一
環 と して ，石 炭灰 と 頁 岩微粉末を 主原料 と し た 人 工 軽

量骨材が最近開発され た。W 〆C30〜45％ の 範囲で ，こ の 骨材 を用 い た コ ン ク リ
ー

トの ポ

ンプ圧 送性 と構造体 コ ン クリー トの 強度特性 に つ い て実験研究を行 っ た。その 結果，本

骨材を用い た コ ン ク リ
ー

トの ポ ン プ圧送性は砕石 コ ンク リ
ー

トとほぼ遜色が なか っ た。

また W ！C30％の材齢 91 日にお ける構造体コ ン ク リ
ー

トの コ ア供試体強度は 755 〜79．4

N ！mm2 の 範囲にあ り，　 Fc60　N ！mm2 レ ベ ル の コ ン クリー トに 適用で きる見通 しを得た。
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　 1 ．は じめ に

　 石炭火 力発電所等 か ら排 出さ れ る石 炭灰 の

有効利用 技術 の
一

環 と して ，最近，石 炭灰 と頁

岩 微粉 末 を主原料 と し た 人 工 軽 量 骨材 が 開発

された 。こ の 骨材 は 二 成分の 原料を用 い て い る

ため ，こ れ ら の 混合比 を変え る こ と によ っ て ，

圧壊強度，吸水率及 び密度が変え られ る の が特

長で あ る
1） 。

　 また，石炭灰 と頁岩微粉末の 配合割合 を 60 ：

40 程度に 調整する こ と によ っ て ，軽量，高強度 ，

高保水性を有 した骨材 （以 下，」 ライ トと略す）

が得 られ，こ の 骨材 を用い た コ ン ク リー トは ，

強度特性，ひび割れ抵抗性 ， 中性化抵抗性等に

お い て 種々 の 良好な効果が確認 され て い る
2）3 ｝。

　J ライ トの 絶 乾密度 は，1．5gfcm3程度で 既存 の

軽量骨材の 領域で あるため，こ れを コ ン クリー

トに 用い た場 合の ポ ン プ圧 送性 を確 認す る こ

とは極め て 重要で あ る。

　一・・方 ，J ライ トの 高強度特性 を活かすために ，

筆者 らは Fc60N 〆mm2 ま で の 高強度 コ ン クリ
ー

トを 目指し て い る 。した が っ て ，そ の実現性を

把握す るため に，構造体 コ ン ク リー トの 強度特

性 を確認す る必 要が あ る。

　以 上 の こ と か ら ，本 研 究 で は 呼 び 強 度 が

60N1  
2
皺 まで の 現場打ち高弓鍍 コ ンク リ

ー

トを対象に ，水平配管 に よる ポ ン プ圧 送性お よ

びポ ン プ圧 送後 の 構造 体 コ ン ク リ
ー

ト の 強 度

特性 を究 明する こ とを 目的 に，実験検討 を行 っ

た。

　 2．J ラ イ トコ ンク リー トのポ ンプ圧送性 に関

する実験

　2．1 圧 送実 験計 画概要

　図 一 1 に 実験用水平配管を示す 。 コ ン ク リ
ー

トポ ン プ は ピ ス ト ン 式 で ， 最大 理 論 吐 出 量

110m
ユ1h，最大理論吐出圧 22，0Mpa を用い た 。

　輸送管 は ，管径 125mm ，管厚 9mm の も の を

使用 した。配管は水平実長 60m と し，ポ ン プ根

元部 （Pl），中間部 （P2 ），筒先部 （P3） にそ

れぞれ圧 力検出管を設置 し，圧 送時の 管内圧 力

を測定 した。管 内圧 力は ， 同一調合の コ ン ク リ

ー
ト5m3 に つ い て ，計画吐 出量 を 20〜50　m3

1h の範囲で段階的に変化 させ て 測定 した 。

　ポ ン プの 実吐出量 は，3．5　m3 の コ ン ク リー ト

を計画吐 出量 30m3fh で 圧送 した と き の 容積

効率か ら求め た。
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　 2，2 コ ンク リ
ー トの 使 用材料及 び計画調合

　使用材料 を表 一 1 に，コ ン ク リー トの 計画調

合を表 一 2 に示す 。

　 コ ン ク リ
ー

トの 調合 は水セ メ ン ト比 を 30〜

45％ と し，使用 材料はセ メ ン トが普通ボル トラ

ン ドセ メ ン ト （0） と低熱ボル トラ ン ドセ メ ン

ト （L）と した。粗骨材 は J ラ イ ト （J）と砕 石

（N ） と した。J ライ トは絶乾密度 L40 　g ／cm3 ，

使用時 吸水率 9．3％ で ある。J ライ トは 骨材製造

後 に散水等で プ レソ
ーキ ン グ した もの で ある 。

　 2．3　 コ ン ク リ
ー トの 製造

　コ ン ク リ
ー トは，生 コ ン工場 の 実機プラン ト

で 製造 したも の を用 い た。コ ン クリ
ー

トの 練 り

混ぜ 時間は ，水セ メ ン ト比 45％ の場合，全材料

投 入 後，60 秒 間と した。水セ メ ン ト比 35％以

下 の 場合は，モ ル タ ル を 70 秒間先練 りし，そ

れ に粗骨材を投入 した後 50 秒間練 り混ぜた 。

　 2．4　圧送関連の コ ン ク リー ト試験概要

　 ポ ンプ圧 送 前後 の 品 質変化 を把 握す る ため，

ス ラ ンプ，ス ラ ン プフ ロ
ー

，空気量な ど の フ レ

ッ シ ュ コ ン ク リ
ー

ト試験 を行 っ た。また ，硬化

コ ン ク リー ト用 の 供試体 を採取 し，標準養生後

に 材齢 28 日 お よ び 91 日圧 縮強度試験 を行 っ た。

圧 送 に先立ち，図 一2 に 示すよ うな 回転翼型粘

度計
4 ）

を用 い て ，コ ン ク リ
ー

トの 流動 特性値を

測定 した。こ こ に，g ，　 h はそれぞれ フ レ ッ シ ュ

コ ン ク リ
ー

トを ビ ンガ ム 流体 と み な した 場 合

の 見掛 け の 降伏値 と見掛 けの 塑性粘度で ある 。

　 2．5　 実験結果及び考察

〔1）回転翼型 粘度計 によ る圧送 前の 流動特性値

　 回 転翼型粘 度計 に よ る 圧 送前 の フ レ ッ シ ュ

コ ン ク リー トの 流動特性を図一 3 に示 す。図一

2 に示 す g，h を図
一 3 に適用 する と，　 J ライ ト

コ ン ク リー トの 見掛 けの 塑性粘 度，降伏値 は ，

砕石 コ ン クリー トに比 し，何れ も小 さい値 を示

した。wC45 ％の砕石 コ ン ク リ
ー ト （ON45 ）の

見掛 け の 降伏値は，他の コ ン ク リー トよ りも大

きな値 を示 したが ，こ れ は ON45 の ス ラ ン プが

20．5cm で あ る の に対 し，そ の 他の コ ンク リ
ー

ト

の ス ラ ンプが 23cm 以 上で あっ た ためで ある 。

臼くR三〇 5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B　 ベ ンド f

図一 1 ポン プ圧 送実験用 水平配 管

表
一 1　 使用 材料

釧暴

材 料 種 類 ・品 質

セメント ボル トランドセル ト旧　　　 315  
3
）

低 ボルト
ー
ンドセメント〔T　　　　　322 〆Gm  

材 い き　　山　〔　　　　 2．58　cm3 　　　　2．55％ 、粗 278鮒

糂骨材 い 産　　　石〔　　　　　　　　　・2　75　／cm3 　　　　　率　　0黔 5％ 串 5昼8％

」ライト（闘社製 絶鴕密度1．408／Gm コ．使用時吸水率：9．3％ ．
　　　5膨 mmZ 加圧時　　率 229％　　　　6．35％ ）

24時間吸水箪
・4、a％

「 性　AE減　剤（P　　 ポリカルボン　 、｝AE助剤〔P 土 ）

水 いわき市工業用水

表
一 2 コ ンク リ

ー トの 計画調合

　 ※ D

記号
質量（  ／m3 ） 高性能

AE減水剤
 

目標強度

〔N／ 

z
｝

WIC

〔％1s

〆己

 

　 W

（  〆m3） CSG 灘 〕

1ON453045501703 アaB59913CxO ．9％

2ON30503046170567 フ35921cx2 ．4％

3OJ4530455017037B852462C ×O．75％

4OJ354835501704 呂6B34452Gx1 ．5％

5OJ3060305 ◎ 170567 巳oo434Cx2 ．2％

6 凵3060305017056780543 フ CXD．9％
※1｝記号 O；昔通ボルトランドセメント，L：低熱ホ

」
叫ランドセメント．N＝砕石．J司 ライト

楽2｝Jライトは絶乾密度寂示
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図
一 2　 回 転翼 型粘度計
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表一 3　 圧送前後の コ ン ク リ
ー ト品 質変化と容積効率

フ レ ッ シ轟⊇ン クリ
ー

ト腿 験 圧 縮 強度 試隙
糧骨柑吸

嵐 記 号 採取 地 点

w ／c

 

目標 スランプ ・
スランプ フ ロー

　　 （om 〕

目標 空 気 1

　 　｛、｝

ス ラ ン プ

　（oml

ス ラン ブ フ ロー

　　 （  ）

平 均

〔6m

空気 1
°

　  

CJ

〔℃ 〕

単 位容
積 貫 量

c  ／m
，
）

外気 温

（℃ ，

材 齢 28 日

（N／mm り

材 齢 馴 日

〔N〆mm
躍
》

水 箪 試験

　  

容積
効 串

 

圧 送 前
スランプ

Z1 士 2．5
20．532 ．5　 x 　 31532 ．o4 ．3z752320 4eG5841 ．64809

1ON 司5

圧 送 俵

45 6、5土 1．5140255
　 x 　 25．02536 ．13D ．9223527

ρ

ら0．747 、81 ．99

2
圧 送 前 ス ラン プ フ ロー

　 60 ± 7．5
一 5a．o　 x 　 57．557B1 ．930 ．0243G 85096 駈 1 刀 85．9

ON30
圧 送 綾

ひP 3± 1、527
．o575 　 罵　 57．5575323z ．3Z41827

．9B5
．592 ．61 ．34

圧 送 前
ス ラン プ

Z1‡ 2、5
22543 ．O　 x 　 43ρ 4304128 ．o1830 37．343 ．o11978 ．8

3OJ 叫5
圧 透 陰

45 5土 1．521
．538 ．o　 x 　 38．o38 ．o5 ．731 ．4189928331 ．D35 ．514 ．3

圧 送 前 ス ラ ン プ フ ロー
　 55宝7．5

159D 　 冐　 58ρ 5B．53 ．129 ρ 1900 55253 ．5 †2．1 η 8
4OJ35

圧 送 後
35 3士 15Z5

．050 ．D　 X　 49．5 ら984 ．9324191326954264713 ．1
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　 船 土 7．5
疊 620 　 x　 6006102 ．131 ．01gao 7B784 ．411 、883 ．2

5OJ30
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30 3圭 ，．5265540
　 ×　 55．05453 ．2332198727

．58009
ヒ．o12 、3

6LJ30
圧 送 前

30
ス ラ ン プ フ ロー
　 60圭 7．53 土 1．5

一 66．5　 ×　 52．564 ．525Z7 ．01980 62、1 晒D．1tO7769
圧 送 優 240 網 O　 x 　 」4．0440342941997275558730142
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ス ラ ン プフ ロ ー変化

　 　 　 　 　 　 夾吐出量

　 　 　 　 　 十 43．8m 」
！h

　 　 　 　 　
−O −34．Sml ！h

　 　 　 　 　 ｛ ト 24．7ml！h
　 　 　 　 　

−or　15．3ml／h

　 　 P2

IJ ラ イ トの 空 気量 は ．骨材 修 正 係敗 1．5％ を減 じ た 値 で 示 し て い る．
　 　 　 100

　　　　　匝

図 一44

図

蜂
3
　
　
　

　　
2
　

　
　
　　
1

（
・

匹

＝）
只

出
区

単

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3
0

° 1° 2°
圧讐距 ごlm〕5° 6° 7°

4P

3
　　
　
　

2
　
　
　
　

1

（
よ
蕁
擢

出
K
駟

　 1　 　 2　　 3　 　4　 　5　 　6　 　7

　 　 圧 送 前空 気量（％ ）

図一 5　 空気量の 変化
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　図一 7　 管内圧力測定 の
一例
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　 ［亜 　 　 　 　 　 寔 吐 出 量
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ま3 ρ1 　 　 　 　 ＋ 35，2m ・
〆h

蓑2 　　　　 な1黯 ：
瞿　　　　 ・・

阜 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P3

　 0

20 　　30 　　40 　　50 　　 60 　　70

　 圧 送 距離 （m ）

｛2｝圧送前後 の コ ン ク リー トの 品質 変化

　圧 送前後 の コ ン ク リ
ー トの 品質変化 に 関す る

結果 を
一

括 し て 表 一 3 に示す 。 図一 4 に ，圧送

前後 の ス ラン プフ ロ
ー

の変化 を示 す。J ライ ト

コ ン ク リ
ー トの ス ラ ン プフ ロ

ーは圧 送 に よ っ

て 低下す る 傾向に あ っ た 。 こ れ は，骨材 の 圧 力

吸水 によ る も の で ある 。図
一 5 に，圧 送 前後の

空気量の変化 を示す。亅 ライ トコ ンク リ
ー

トお

よび砕石 コ ン ク リー トの 空気量 は，圧 送 によ っ

て 1．1〜 1．8％程度大き くな っ た 。 こ の 理 由は明

らかで な い が ，低水セ メ ン ト比で，か つ 多量 の 混

和剤を用 い て い る の で 圧 送に よ り エ ン ト ラ ッ プ

ドエ アが導入 された こ とが考え られ る。図 一 6

に圧送前後の 圧縮強度の 変化を示す。圧送前後

の コ ン ク リ
ー トの 圧 縮強度は ，同等か圧 送後に

や や 低 下した程度で ，ほ とん ど大差なか っ た 。

今回 の 実験 で は ，圧 送 に よ る空気量 の 増大が ，

圧 縮強度 に及 ぼす影 響は 小 さい と言え る。

（3）ポ ン プ圧送性

　管内圧力 の 測定結果の
一

例 を図
一 7 に示す。

何れ の コ ンク リ
ー

トも管内圧 力 は ， 直線配管区

間におい てやや下に 凸の 分布 を示 した。こ の 結

果を基に ，Pl − P2 の 区間の 平均的な圧 力損失を

求め，実吐 出量 と圧 力損失の関係 にお い て 整理

した も の が 図
一 8 で ある 。こ れ よ り

， 水平管 の

圧 力損 失は 実 吐 出量 に 比例 し て 大 き くな る 傾
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向 を示 した 。また ，こ の 関係は使用 材料や水セ

メ ン ト比に よ り大 き く異な っ て い た。WIC30 ％

に お ける OJ30 と ON30 の 圧 力損失勾配 は，ほ

ぼ同様な傾向を示 し て い た 。一一方 ，W ！C45 ％に

お ける OJ45 の 圧 力損失勾配は ，　ON45 よ りも小

さ い 傾向を示した 。 OJ45 は圧 送負荷が ON45 よ

りも小 さ い こ とか ら，ポ ンプ圧 送性 に有利で あ

る 。 低熱 ボル トラ ン ドセ メ ン トを用 い た LJ30

の 圧 力損失は ，そ の 他の もの に比べ 著 しく大 き

な値 を示 した。 こ の 理 由と して LJ30 は，わず

かな高性能 AE 減水剤 の 添加量 の 増減 で ス ラ

ン プフ ロ
ー

の 変化が 大き くな り ， また練混ぜ後

の 時間 の 経過 と 共 に ス ラ ン プ フ ロ ーが 著し く

大き くな り，分離状態で 管内を流動 して い るた

め ，圧 力損失が大き くな っ たもの と考え られ る。

　今回 の 実験 にお ける 圧送状況 を詳細 に見る と，

コ ン ク リー トが正 常 に 圧 送 され て い る 場合 に

は コ ン ク リ
ー

トが 管 全 断面 に お い て 固体 栓 を

形 成 して吐出される の に対 し，LJ30 の コ ンク リ

ー トは，フ ロー値が大き く分離気味 で ，管径 よ り

も細 い栓流で吐 出されて い る こ とが観察 された 。

　 こ こ で ，LJ30 を除き ，図一 8 の 結果か ら実吐

出量 ご と に見掛 け の 塑 性粘 度 と圧 力 損失 の 関

係 を整理 したの が 図
一 9 で ある 。 」ラ イ トコ ン ク

リ
ー

トの 圧 力損失と見 掛 け の 塑性粘度 の 問には

既往の 研究
4）
と同様 に 良 い相関が認 められ た。

　J ライ トコ ン ク リ
ー

トは ，今回 の 強度範囲 に

お い て は，見掛 けの 塑性粘度が大 きくなる こ と

がない の で ，砕石コ ン クリ
ー

トとほ ぼ同等の 圧

送性 にな る こ とが推察 され る。

　 3．構造体 コ ンクリー ト強度特性 に関する実験

　 3，1 実験計画概要

　J ライ トを用い た構造体コ ン クリ
ートの強度特陸

を把握するため ， 表一2 に 示すポンプ圧送後の各種

コ ン クリートに つ い て ，a）標準養生 b）柱模擬試験体

コ ア c）簡易断熱型枠養生の 3 種類の養生条件で 圧縮

強度の比較を行っ た。なお，ON45 は上述の b），　c）

の養生による弓鍍 試験は実施しなか っ た。

　 3．2　実験方法

（1）標準養生の圧縮強度試験
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図
一 8　実吐 出量 と圧 力損失の 関係
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図
一 9　 見掛 けの 塑性粘度 と圧力損失の 関係
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　　図
一10　柱 模擬試験 体 の 外観

　 　 　 　 　 　 温 度測定

　 【平面 図】　　 （9本 ）　　　 【断 面 図】

　　図一11　簡易 断熱型 枠の外観
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図一12　柱模擬試験体の温度履歴 （中心部）
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標準養生圧縮強度供試体は φ 100× 200m の 円柱

と し，試験 は JISAllO8 に 準 じた。

（2）構造体コ ンク リー ト強度試験

　柱模擬試験体 は，図
一10 に 示 す よ う に 900 ×

900 × 900mm と し，上下面 を厚さ 200mm の 発泡

スチ ロ
ー

ル 断熱材で養 生 し，所定の コ ア抜取 り

材齢まで 屋外に 暴露 した。なお ，図
一10 の ●位

置 に熱電対 をセ ッ トし温度履歴 を測定 した 。 コ

ア抜取 りは，試験体上 部か ら垂 直方 向 に φ100

× 900mm の 円柱コ ア を 1材齢あた り 2 本 （中心

部及び 周辺部） と し，各 々 の コ ア か らφ 100 ×

200mm の 供試体 を 4 本成型 した 。

〔3｝簡易断熱型枠養生 による強度試験

　図
一11 に示 す円柱型の 発泡ス チロ

ー
ル 型枠

5）

に ，φ100× 200mm の 供試体 を 10 本セ ッ トし，

所 定の 試験 材齢 まで 柱 模擬試験 体 と同 じ位 置

で屋外 に暴露 した。供試体 の 1本 は熱電対 を挿

入 し温度履歴 を測定 した。

　 3．3実験結果及 び考察

｛1）柱模擬試験体及び 簡易断熱型枠の温 度履歴

　柱模擬試験体 の温 度 履歴 を図
一12〜 13に ，簡

易断熱養生型枠の 場合 を図
一14 に 示す 。 柱模擬

試験体中心 部の 温度履歴 は ，
コ ン ク リー ト打込

み後，L∫30 を除 き，急激に 温度が上昇 し約 16

〜17 時間で 最高温 度に達 し，そ の 後徐 々 に 温度

は，降下 し材齢 5 日で外気温に収束 した。低熱

セ メ ン トを用 い た LJ30 の 場合は ，25 時 間で 最

高温度に達 し，最高温度 は他 の コ ン ク リ
ー

トの

約 60％程度だ っ た 。 また，OJ30 の 最高温度 は

約 100℃ に達 し，ON30 よ り約 IO℃ 高か っ た 。

　各種 コ ン ク リ
ー トの 柱模擬 試験体周 辺 部の

温 度履歴 は ，中心部と同様な 傾向 を示 したが ，

OJ30 の 最 高温度 は 80℃ で ON30 とほ ぼ同温で

あ っ た 。 J ラ イ トコ ン ク リー トの 周辺 部最高温

度は中心部の 約 80％ で ，砕石 コ ン ク リー トの 場

合は 約 90 ％ で あ っ た。これよ り，周辺 部 は外気

温 の影響 を受けて い る 。 図
一12にお い て ，OJ30

の 最高温度は ON30 よ り高い の は J ライ トの 熱

容量 が砕石よ りも小さ い影響 による も の で ある 。

　簡易断熱型枠養生 の 温度履歴 及び最高温度は ，
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図一13　柱模擬試験体 の温度履歴 （周 辺 部）
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図一14　簡易断熱型枠養生供試体の 温度履歴
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　　　 図
一15　材齢 と圧 縮強度 （標準養生 ）
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図 一16　材齢 と圧縮強度 （コ ア供試体 中心部 ）
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一IT 材齢と圧 縮強度 （コ ア 供試体周辺 部 ）

一 1437 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

柱模擬試験体周辺部の 場合とほぼ同様で あ っ た。

〔2｝各種コ ン ク リー トの圧縮強度試験結果

養生条件の 違 い に お ける材齢 と圧縮強度の 関

係 を図
一15〜 18 に示す 。 標準養 生 コ ン ク リ

ー
ト

の圧縮強度は，材齢 と共 に増進 し，W ！C30 ％及

び 45 ％ 共 に砕石 コ ンク リー トの 方が J ライ トコ

ンク リ
ー

トよ り大き い 傾向に あ っ た。

　 コ ア 供試体強度は 材齢 と共 に 増進 し，特 に 図

一16 に示 す 柱中心 部の 場 合は，材齢 91 日にお

い て LJ30 で 79．4N ！mm2 ，0 」30 で 75．5N 〆mm2 ，

ON30 で 76．3N ／mm2 で あっ た。J ライ トコ ン ク リ

ー
トの コ ア供試体 強度 は砕 石 コ ン ク リー トと

同等 と認め られ る 。 簡易断熱型枠養生 に よ る強

度は ，
コ ア供試体強度 とほ ぼ同様な 傾向だ っ た 。

（3）　ig造体 コ ンク リー トの強度評価

　Fc36Nfmm2 を超 え る よ うな構造体 コ ン ク リ
ー

トの 強度評価 は
， 現場水 中養生 強度で 評価す る

こ とは必 ず しも適 切 で な く，材齢 91 日 の コ ア

供試体強度 を材齢 28 日標準養生強度で 除 した

値 （構造体強度補正係数 ：K 値 と略す）で構造

体強度 の 補正 を行 っ て い る 。K 値 は ，過去 の 多

くの 実績か ら定 め た値 で あ り，普通 セ メ ン トを

用 いた場合 K ＝ 0．85，低 熱セ メ ン トを用い た場

合 K ＝1．0 を用い て い る
e＞

。 図 一19 は，履歴最

高温度 を横軸 に K 値 を縦軸に示 した もので あ る。

普通セ メ ン トを用い た OJ の K 値は，　ON と同等

で あ り ，
0．85 に 設定 で き る 。低熱セ メ ン トを用

い た LJ の K 値は，　 LO 以上 に設定で き る 。
　 J ラ

イ トを用い た高強度 コ ン ク リー トの K 値 は，砕

石 を用 い た場合 と同等 に評価で きる が，今後 も

多 くの実験デー
タ を蓄積する必要 が あ る。

4．まとめ

　本実験の 範囲で 得 られた知見 を以下 に示す 。

1）J ライ トコ ン ク リ
ー

トの ポ ン プ圧送後の ス ラ

ンプフ ロ
ー

は低下 す る傾向に ある。

2）J ライ トコ ン クリー トの 見掛 けの 塑性粘度 は

砕石 コ ン クリ
ー

トよ りも小さ く，こ の ポン プ圧

送性は砕石 コ ン ク リ
ー

トとほ ぼ遜色がな い。

3）WIC30 ％ で 材齢 91 日の J ライ トコ ン ク リー ト

の コ ア 強度は 75．5〜79．4N ！mm2 で あ っ た 。
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図
一18　材齢と圧縮強度 （簡易断熱型枠養生）
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　 図
一19　履歴最高温 度と K 値の 関係

4）J ラ イ ト高強度 コ ン ク リ
ー

トの構造体強度補正

係数は砕石 コ ンク リ
ー トと同等に 設定できる。
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